
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホリゾント面の下方に配設された筐体と；
　筐体の下部に配置され、距離の短い比較的広い部分のホリゾント面を照射する下部のラ
ンプ装置と；
　筐体のこの下部のランプ装置より上部に配置され、 単位面積当たりの照射
量を 大きくして距離の長い比較的狭い部分のホリゾント面をスポッ
ト的に照射するとともに、下部のランプ装置よりも中心光度が高くかつ照射範囲が狭角で
あるランプ装置と；
　を具備していることを特徴とする照明器具。
【請求項２】
　ホリゾント面の上方に配設された筐体と；
　筐体の上部に配置され、距離の短い比較的広い部分のホリゾント面を照射する上部のラ
ンプ装置と；
　筐体のこの上部のランプ装置より下部に配置され、 単位面積当たりの照射
量を 大きくして距離の長い比較的狭い部分のホリゾント面をスポッ
ト的に照射するとともに、上部のランプ装置よりも中心光度が高くかつ照射範囲が狭角で
あるランプ装置と；
　を具備していることを特徴とする照明器具。
【請求項３】
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　各ランプ装置は、それぞれ同一定格電力の光源
　を具備したことを特徴とする請求項１ 記載の照明器具。
【請求項４】
　請求項１ないし いずれか記載の照明器具を横方向に複数配列した
　ことを特徴とする照明装置。
【請求項５】
　隣接する照明器具には互いに照射光の波長が異なるように波長選択手段が設けられた
　ことを特徴とする請求項 記載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
　本発明は、被照射面を均一に照射する照明器具および照明装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　従来のこの種の照明装置としては、たとえば特開昭５７－５５００１号公報に記載の構
成が知られている。
【０００３】
　この特開昭５７－５５００１号公報に記載の照明装置は、被照明部となるホリゾント面
の上部および下部に１組の照明器具を設け、これらそれぞれの照明器具は、放物面反射面
とこの放物面反射面から連続して形成された楕円面反射面とを備え、これら放物面反射面
および楕円面反射面により反射された光により、ホリゾント面を全体に照射している。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、上述の特開昭５７－５５００１号公報に記載の構成の場合、照明器具に
近い一方は照射光量が多いが、遠い他方は照射光量が少なく、ホリゾント面の照度が均一
になりにくい。
【０００５】
　本発明は、上記問題点に鑑みなされたもので、ホリゾント面を均一に照射可能な照明器
具および照明装置を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　請求項１記載の照明器具は、ホリゾント面の下方に配設された筐体と；筐体の下部に配
置され、距離の短い比較的広い部分のホリゾント面を照射する下部のランプ装置と；筐体
のこの下部のランプ装置より上部に配置され、 単位面積当たりの照射量を

大きくして距離の長い比較的狭い部分のホリゾント面をスポット的に
照射するとともに、下部のランプ装置よりも中心光度が高くかつ照射範囲が狭角であるラ
ンプ装置とを具備しているものである。
【０００７】
　請求項２記載の照明器具は、ホリゾント面の上方に配設された筐体と；筐体の上部に配
置され、距離の短い比較的広い部分のホリゾント面を照射する上部のランプ装置と；筐体
のこの上部のランプ装置より下部に配置され、 単位面積当たりの照射量を

大きくして距離の長い比較的狭い部分のホリゾント面をスポット的に
照射するとともに、上部のランプ装置よりも中心光度が高くかつ照射範囲が狭角であるラ
ンプ装置とを具備しているものである
【０００８】
　 求項３記載の照明器具は、請求項１ 記載の照明器具において、各ランプ装置
は、それぞれ同一定格電力の光源を具備したものである。
【０００９】
　請求項 記載の照明装置は、請求項１ないし いずれか記載の照明器具を横方向に複数
配列したものである。
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【００１０】
　請求項 記載の照明装置は、請求項 記載の照明装置において、隣接する照明器具には
波長の異なる波長選択手段を具備したものである。波長選択手段とは、干渉膜などを有し
たフィルタ、反射体を含み、光が透過あるいは反射した際に所望の波長を主に選択して照
射するものである。
【００１１】
【作用】
　請求項１記載の照明器具は、筐体をホリゾント面の下方に配設し、筐体の下部に距離の
短い比較的広い部分のホリゾント面を照射する下部のランプ装置を配設し、筐体のこの下
部のランプ装置より上部に、 単位面積当たりの照射量を大きくして距離の長
い比較的狭い部分のホリゾント面をスポット的に照射するとともに、中心光度が高くかつ
照射範囲が狭角であるランプ装置を配設することにより、下部のランプ装置で比較的広い
部分のホリゾント面を照射し、下部のランプ装置より上部に配設されたランプ装置は、中
心光度が高くかつ照射範囲が狭角で 単位面積当たりの照射量を大きくして距
離の長い比較的狭い部分のホリゾント面をスポット的に照射するので、全体としてはホリ
ゾント面が均一に照射される。
【００１２】
　請求項２記載の照明器具は、筐体をホリゾント面の上方に配設し、筐体の上部に距離の
短い比較的広い部分のホリゾント面を照射する上部のランプ装置を配設し、筐体のこの上
部のランプ装置より下部に、 単位面積当たりの照射量を大きくして距離の長
い比較的狭い部分のホリゾント面をスポット的に照射するとともに、中心光度が高くかつ
照射範囲が狭角であるランプ装置を配設することにより、上部のランプ装置で比較的広い
部分のホリゾント面を照射し、上部のランプ装置より下部に配設されたランプ装置は、中
心光度が高くかつ照射範囲が狭角で 単位面積当たりの照射量を大きくして距
離の長い比較的狭い部分のホリゾント面をスポット的に照射するので、全体としてはホリ
ゾント面が均一に照射される
【００１３】
　 求項３記載の照明器具は、請求項１ 記載の照明器具において、各ランプ装置
は、それぞれ同一定格電力の光源を具備したため、電気設備の共通化を図れる。
【００１４】
　請求項 記載の照明装置は、請求項１ないし いずれか記載の照明器具を横方向に複数
配列したことにより、ホリゾント面の大型化に対応する。
【００１５】
　請求項 記載の照明装置は、請求項 記載の照明装置において、隣接する照明器具には
波長の異なる波長選択手段を具備したため、ホリゾント面に任意の波長、あるいは、合成
した波長で照明できる。
【００１６】
【実施例】
　以下、本発明の照明装置の一実施例を図面を参照して説明する。
【００１７】
　図１は照明装置としてのアッパーホリゾントライト１の説明図で、このアッパーホリゾ
ントライト１は、舞台あるいはスタジオなどの上方に位置して配設され、舞台あるいはス
タジオなどのホリゾント面２を上方から照明する。
【００１８】
　また、アッパーホリゾントライト１は、ホリゾント面２の上方の部分を比較的短距離で
鈍角でほぼ水平方向から照射する上方から、ホリゾント面２の下方の部分を比較的長距離
で鋭角で上方から照射する下方まで、複数の光学系としてのランプ装置３１ ～３５ を筐体
４に有しており、横方向にも同様に複数個配設され、隣接するランプ装置３１ ～３５ には
それぞれ異なる色、すなわち波長を選択する波長選択手段としての図示しない色フィルタ
あるいは光学多層膜が設けられている。そして、図２はランプ装置３１ ～３３ の駆動系を
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示す内部構造図で、この図２に示すようにこれらランプ装置３１ ～３５ は、熱線処理され
たたとえばダイクロイックなどの反射面５、この反射面５の光軸上に長手方向を沿ってフ
ィラメント６が平行に位置するたとえば１２Ｖ５０Ｗのローボルトハロゲンなどのランプ
７、および、このランプ７からの光を制光するレンズ８を有している。また、上部に位置
するランプ装置３１ は比較的近距離を広い角度、すなわち広角で広い面に照射するもので
、下部に位置するランプ装置３５ は比較的遠距離を狭い角度、すなわち狭角でスポット的
に照射するものである。
【００１９】
　さらに、ランプ装置３１ ～３３ は、図２に示すように、連動手段としての連動機構 10に
て一括して連動する。
【００２０】
　また、ランプ装置３１ ～３３ は、それぞれ保持枠 11１ ～ 11３ を有しており、これら保持
枠 11１ ～ 11３ の回動中心となる一端には、ウォームホイール 12１ ～ 12３ の回転軸に固定さ
れ、これらウォームホイール 12１ ～ 12３ を回動させることによりランプ装置３１ ～３３ の
仰角を変化させる。
【００２１】
　そして、ウォームホイール 12１ は一端に摘み 13を有するシャフト 14の他端に設けられた
ウォーム 15１ に噛合されており、また、シャフト 14にはベベルギア 16， 17のそれぞれのベ
ベル 16a， 17aが固定され、ベベル 16aは一端にウォーム 15２ が設けられたシャフト 18の他
端に設けられたベベル 16bに噛合され、ベベル 17aは一端にウォーム 15３ が設けられたシャ
フト 19の他端に設けられたベベル 17bに噛合されている。なお、摘み 13は手動で回転させ
ても、図示しない電動機、あるいは、減速機構を介した電動機で駆動させるようにしても
よい。
【００２２】
　また、ランプ装置３１ はウォームホイール 12１ およびウォーム 15１ 、ランプ装置３２ は
ウォームホイール 12２ およびウォーム 15２ とベベルギア 16と、ランプ装置３３ はウォーム
ホイール 12３ およびウォーム 15３ とベベルギア 17とによる回転比でそれぞれ角度が設定さ
れ、この回転する割合をそれぞれ最適な状態として摘み 13を回転させることにより、ラン
プ装置３１ ～３３ がそれぞれ異なる最適な角度に変化して所定の仰角を維持でき、したが
って、アッパーホリゾントライト１とホリゾント面２との間隔を変化させる際にも、簡単
な操作で最適角度に調整できる。
【００２３】
　そして、上述のように、上部には広角に照射するランプ装置３１ を配設させて、下部に
は狭角に照射するランプ装置３５ を配設させたため、上部に位置するランプ装置３１ では
広角にして単位面積当たり照射量を小さくして距離の短い比較的広い部分を照射し、下部
に位置するランプ装置３５ では狭角にしてスポット的に単位面積当たり照射量を大きくし
て距離の長い比較的狭い部分を照射して、全体としてはほぼ均一にホリゾント面２を照射
する。また、従来の同一のランプ装置を用いている場合のように、照射距離を大きくして
明るさを均一にしたりする必要がないため、舞台あるいはスタジオを有効に広く使用でき
、また、一部のランプ装置のみを調光したりするなど個々に調光する必要がないため、個
々に調光装置を設ける必要がなく、軽量化およびコストの低下を図ることができるととも
に、メインテナンスも容易になる。そして、仮に調光が必要な場合にも、ランプ装置それ
ぞれが同一の消費電力であるため、全体としての調光を行なうことによりホリゾント面２
を明るく、かつ、均一な明るさにした状態で調光できる。
【００２４】
　さらに、図３はランプ装置３の熱線カットの状態を示す説明図で、図４は従来のランプ
装置３の熱線カットの状態を示す説明図で、図３に示すようにフィラメント６を反射面５
の光軸に沿って光軸上に配設することにより見掛け上は点光源となりすべての光ｌ１ が熱
線がカットされるが、従来は図４に示すように、フィラメント６からの光のうち一部の光
ｌ２ は反射面５で熱線がカットされずに反射することを防止して、照射される熱線を減少
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させる。
【００２５】
　そして、図１に示すアッパーホリゾントライト１の上下方向を反対にして、ロアーホリ
ゾントライトとしても同様の効果を得ることができる。
【００２６】
　また、上述の実施例では縦方向に５つのランプ装置を用いたものについて説明したが、
５つに限らず任意の個数縦方向に並べても同様の効果を得ることができ、上下方向を反対
にしてロアーホリゾントライトとして用いた場合も同様である。
【００２７】
　そこで、たとえば縦方向に８個のランプ装置を並べたものについて表１を参照して説明
する。
【００２８】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００２９】
　この場合、最上方に位置するホリゾント面に鈍角で照射を行なうランプ装置はビーム角
３４°の広角にして所定距離での単位面積当たりの照射量を小さくし、最下方から５つ目
までのホリゾント面に鋭角で照射を行なうランプ装置はビーム角２０°の狭角にして所定
距離での単位面積当たりの照射量を大きくし、上から３つ目および４つ目のホリゾント面
に鈍角および狭角の間の中角で照射を行なうランプ装置はビーム角１０°の中角にして所
定距離での単位面積当たりの照射量を中間にし、ホリゾント面での単位面積当たりの照射
量を等しくして、ホリゾント面の明るさを全体として一定にする。
【００３０】
　また、広角のランプ装置は水平方向より４５°上方に向けて取り付けられ、中角のラン
プ装置は水平方向より７４．８０°下方に向けて取り付けられ、狭角のランプ装置は水平
方向より８３°下方に向けて取り付けられ、いずれも５０Ｗの出力で、広角のランプ装置
は中心光度が１５００ｃｄ、中角のランプ装置は中心光度が６８００ｃｄ、狭角のランプ
装置は中心光度が１５０００ｃｄに設定されている。
【００３１】
　そして、広角、中角および狭角のランプ装置を点灯させることにより、広角のランプ装
置では比較的近いホリゾント面を全体的に照明し、狭角のランプ装置では比較的遠いホリ
ゾント面をスポット的に照明し、中角のランプ装置では中間的に照明し、ホリゾント面全
体の広い部分で明るさを一定にする。
【００３２】
　次に、他の実施例を図５および図６を参照して説明する。
【００３３】
　図５はロアーホリゾントライトの側断面図であり、図６は正面図であり、階段状に形成
された筐体 21の上面に階段状に段違いにして、ランプ装置 22１ ～ 22８ を配設する。そして
、これらランプ装置 22１ ～ 22８ は１２Ｖ５０Ｗのローボルトハロゲンランプを用いており
、下部のランプ装置 22１ はビーム角が４０°の広角の光学系で、ランプ装置 22２ はビーム
角が２０°の広角の光学系で、ランプ装置 22３ ～ 22８ はビーム角が１０°の狭角の光学系
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を有している。なお、これらランプ装置 22１ ～ 22８ は、図１ないし図４に示す実施例と同
様に構成され、図示しない連動機構で連動動作するようにしてもよく、波長選択手段を設
けるようにしてもよい。
【００３４】
　そして、この図５および図６に示す実施例の場合には、図１ないし図４に示す実施例と
上下方向を反対にさせ、表１に示すように、最下部に配置するホリゾント面２に鈍角で照
射を行なうランプ装置３８ はビーム角３４°の広角にして所定距離での単位面積当たりの
照射量を小さくし、最上方から５つ目までのホリゾント面２に鋭角で照射を行なうランプ
装置３１ ～３５ はビーム角２０°の狭角にしてスポット的に所定距離での単位面積当たり
の照射量を大きくし、上から６つ目および７つ目のホリゾント面２に鈍角および狭角の間
の中角で照射を行なうランプ装置３６ ～３７ はビーム角１０°の中角にして所定距離での
単位面積当たりの照射量を中間とし、ホリゾント面２での単位面積当たりの明るさを一定
にし、全体としてはほぼ均一にホリゾント面２を照射するなど、図１ないし図４に示す実
施例の場合と同様の効果を得ることができる。
【００３５】
　また、広角のランプ装置は水平方向より４５°下方に向けて取り付けられ、中角のラン
プ装置は水平方向より７４．８０°上方に向けて取り付けられ、狭角のランプ装置は水平
方向より８３°上方に向けて取り付けられ、いずれも５０Ｗの出力で、広角のランプ装置
は中心光度が１５００ｃｄ、中角のランプ装置は中心光度が６８００ｃｄ、狭角のランプ
装置は中心光度が１５０００ｃｄに設定されている。
【００３６】
　そして、広角、中角および狭角のランプ装置を点灯させることにより、広角のランプ装
置では比較的近いホリゾント面を全体的に照明し、狭角のランプ装置では比較的遠いホリ
ゾント面をスポット的に照明し、中角のランプ装置では中間的に照明し、ホリゾント面全
体の広い部分で明るさを一定にする。
【００３７】
　なお、この図５および図６に示す実施例の場合には、単に、下部には広角に照射するラ
ンプ装置 22１ を配設させ、上部には狭角に照射するランプ装置３８ を配設させて、下部に
位置するランプ装置 22１ では広角にして単位面積当たり照射量を小さくして距離の短い比
較的広い部分を照射し、上部に位置するランプ装置３８ では狭角にしてスポット的に単位
面積当たり照射量を大きくして距離の長い比較的狭い部分を照射しても、全体としてはほ
ぼ均一にホリゾント面２を照射でき、図１ないし図４に示す実施例の場合と同様の効果を
得ることができる。
【００３８】
　また、これらいずれの場合も上下方向を反対にして、アッパーホリゾントライト１とし
ても同様の効果を得ることができる。
【００３９】
　さらに、他の実施例の照明装置を図７ないし図１１に示すホリゾントライト１を参照し
て説明する。
【００４０】
　図７はこの他の実施例の照明装置の説明図で、筐体 31に４つのランプ装置 32a， 32bが直
線状に配設され、両端の２つのランプ装置 32aは広角に照射するフラット光学系で、中央
の２つのランプ装置 32bは狭角に照射するスポット光学系である。そして、これらランプ
装置 32a， 32bは、いずれも反射面 33の光軸に沿ってランプのフィラメント 34が配設され、
フラット系のランプ装置 32aにはフラット系の光を広角に分散するレンズ 35が配設され、
スポット系のランプ装置 32bにはスポット的に光を狭角にするレンズ 36が配設されている
。
【００４１】
　また、フラット系のランプ装置 32a， 32aおよびスポット系のランプ装置 32b， 32bは、そ
れぞれ直列接続され、ランプ装置 32a， 32aおよびランプ装置 32b， 32b間には、抵抗などの
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調光装置 37が接続され、フラット系のランプ装置 32a， 32aおよびスポット系のランプ装置
32b， 32bの分圧比を任意に可変できるようになっている。
【００４２】
　ここで、図８はフラット系のランプ装置 32a， 32aの配光特性図で、図９はスポット系の
ランプ装置 32b， 32bの配光特性図で、フラット系のランプ装置 32aは図８に示すように照
射ビーム角度を広角にして単位面積当たりの照射量を小さくし全体的に照射しているのに
対し、スポット系のランプ装置 32b， 32bは図９に示すように照射ビーム角度を鋭角にして
照射することにより単位面積当たりの照射量を大きくしスポット的に照射している。
【００４３】
　また、図１０はフラット系のランプ装置 32a， 32aの分圧比を大きくした場合の配光特性
図で、調光装置 37を調整してフラット系のランプ装置 32a， 32aを明るくすることにより、
図１０に示すようにホリゾント面２全体を平面的に均一に明るくでき、反対に、図１１は
スポット系のランプ装置 32b， 32bの分圧比を大きくした場合の配光特性図で、調光装置 37
を調整してスポット系のランプ装置 32b， 32bを明るくすることにより、図１１に示すよう
にホリゾント面２の一部をスポット的に明るくできる。
【００４４】
　上述の各実施例では、アッパーホリゾントライト、ロアーホリゾントライトについて説
明したが、これらは単独でも、両者を組み合わせて使用してもどちらでもよい。
【００４５】
【発明の効果】
　請求項１記載の照明器具によれば、下部のランプ装置で比較的広い部分のホリゾント面
を照射し、下部のランプ装置より上部に配設されたランプ装置は、中心光度が高くかつ照
射範囲が狭角で 単位面積当たりの照射量を大きくして距離の長い比較的狭い
部分のホリゾント面をスポット的に照射するので、全体として均一に照射でき、均一な照
度のホリゾント面を得ることができる。
【００４６】
　請求項２記載の照明器具によれば、上部のランプ装置で比較的広い部分のホリゾント面
を照射し、上部のランプ装置より下部に配設されたランプ装置は、中心光度が高くかつ照
射範囲が狭角で 単位面積当たりの照射量を大きくして距離の長い比較的狭い
部分のホリゾント面をスポット的に照射するので、全体として均一に照射でき、均一な照
度のホリゾント面を得ることができる
【００４７】
　 求項 記載の照明器具によれば、請求項１ 記載の照明器具

電気設備を できる。
【００４８】
　請求項 記載の照明装置によれば、請求項１ないし いずれか記載の照明器具を横方向
に複数配列したことにより、ホリゾント面の大型化に対応できる。
【００４９】
　請求項 記載の照明装置によれば、請求項 記載の照明装置の効果に加え、任意の色で
照射できるとともに、各波長の照射光の組み合わせにより、多様な色調のホリゾント面を
得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の照明装置の一実施例を示す説明図である。
【図２】　同上ランプ装置の駆動系を示す内部構造図である。
【図３】　同上ランプ装置の熱線カットの状態を示す説明図である。
【図４】　従来のランプ装置の熱線カットの状態を示す説明図である。
【図５】　他の実施例のロアーホリゾントライトの側断面図である。
【図６】　同上正面図である。
【図７】　また他の実施例の照明装置の説明図である。
【図８】　フラット系のランプ装置の配光特性図である。
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【図９】　スポット系のランプ装置の配光特性図である。
【図１０】　フラット系のランプ装置の分圧比を大きくした場合の配光特性図である。
【図１１】　スポット系のランプ装置の分圧比を大きくした場合の配光特性図である。
【符号の説明】
　　　　１　　照明装置としてのアッパーホリゾントライト
　　　　２　　ホリゾント面
　　　　３１ 　　上部のランプ装置
　　　　３２ ～３８ ， 22２ ～ 22８ 　　ランプ装置
　　　　４， 21　　筐体
　　　　 22１ 　　下部のランプ装 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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